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鉄道における情報処理システム
Data Processing SYStem for RailwaYS

鉄道企業における経常卓頻管理,/女び営業サービスの而における情報処矧ま,運

転,販売,迷宮,経首などのシステムに大別してキえることができる0 ニれらのシ

ステムは,現存数多く稼動しており実効が卜がっているが,今後,データ
ベ【ス,

コンピュータ ネットワ【クなど,コンビュMタ システムの新しい技術の進歩とと

い二,情報処理のトータル システムとして機能していくものと名▲えJ)れるr)

l】 緒 言

鉄道_か一業は公共性の強い企業ではあるが,その活動を維持

するためには,日印寺に余業としても成二､工しなければならない｡

したがって,安全件の確イ米,輸送力の叶欄ミ放びサービスの向

Lと柑まって,企業の経営体官1子の本質的｢f-J_r二が要求される｡

この日的を達成するための-一つの手f立として,鉄道業務への

コンピュータの才導入が行なわれ,√ナ雌化と近代化が図られて

きている｡Lかし,更にこれを推進するためには,鉄道業務

全般を総†ナ的に背理,制御するトータル システム的な考▲え

方が必要となろう｡これは各業務を処理するシステムを有機

的に結び付けることによって,全休として一最も効率のよし､管

理,制御を行なうことを指向するものである｡

本稿は,鉄道業務における i務管理及び官業サrビス

の両=二おける情報処珊システムについて述べる｡

臣l 鉄道業務における情報処理

鉄道企業には,日本国有鉄道(以下,国鉄という)のような

大規模な企業体から,上亡骨鉄道でも比較的小規模な企業体に

一千ミるまで純々の形態がある｡しかし,これらの企業体では,

規模,形態の違いはあっても鉄道業務の基本はほぼ同じと巧◆

えることができる｡鉄道企業の経営事務管理及び営業サービ

スの面における情報処理のシステム化は,匡=に示すとおり

連転管]塑,販売管理,道営管理,経営管王翌などに大別して巧-

えることができる｡

鉄道企業における運転管理には,常辛からの要請に某づく

輸送計画,列中ダイヤ,車両運用,乗務員運用などの運転計

画及び運転計画や指令などの情報伝達,運転実績収集,分析

などが含まれる｡

鉄道企業における販売管理には,旅客及び‡号物に関する予

約,発売,運賃収人などの管理がある｡また,出札自動化装

置の管理,売上データの収集管理,あるいは定期券自動発行

のような駅業務管理も含まれる｡

鉄道企業における運営管理は,鉄道企業の運営を支える資

源,あるいは設備の管理であり,要員,経理,資材,施設,

電気設備,車両保全,工事などの管理がある｡この運営管理

システムは,鉄道業務における情報処理システムとしても大

きな分野を占めている｡

鉄道企業における経営管理は,各柿の運輸実績,旅客統計,

売上集計のデータをもとに分析を行ない,短期,中期,ある
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図l 鉄道企業における情報管王里 鉄道企業における情報管王里は,幾

つかのシステムが有機的に結合Lて成り立っている｡

いは長期の予測値を推計し経常のための情報を提供するもの

である｡

これらの情報処理はコンビュwタを主体としたシステムに

ょって行なわれることが多いが,二の構成は企業体の規車莫や

形態の遠いによって大きく異なる｡一般F伽二いって国鉄の場

でナは,規模が大きいために多くの独立したシステムが構成さ

れており,上亡首鉄道の場合は,一つのシステムで多くの機能

を持たせている｡これらは機能的にも経損的にも当然なこと

といえる｡

以下に運転,販売,運営,経営などのシステムを具体例を

挙げ紹介する｡

6】 運転管理のシステム

運転管理システムは,従来人手によって行なわれていた運
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転指令業務をコンビュ【タを主体としたシステムで行なわせ,

指令の迅速化と正確化を同り,その遂行された成果を†㌻町lてJ

に管理し,併せて省力化を回るシステムである｡

この運転管理システムの代表例は,国鉄新幹線連転管理シ

ステム(COMTRAC)2〉である｡ニのシステムは逆転整坤系シ

ステム(HITAC朗50二重系構成)と,進路制御系システム

(HIDIC 700二重化3子i系構J戊)とから成ってし､る｡逆転整

理系システムは,運転計画,運転要さ群(ダイヤが乱れたとき

の列車運転の整理)及び指令のオンライン伝送,運転実績集

計などの機能をもっており,進路制御系システムは列申の迫

帆 進路の制御などの機能をもってし､る｡このシステムは,

駅ホ【ムの旅客案内用の発車軌 日動放送システムをも制御

している｡

このほか,札幌市地下鉄,帝都高速J空交通営団,大阪市‾交

通fd地下鉄などの列中道行管押システムもこの範ちレわうに人

るものである｡列車運行管稗システムについては,木精集の

別論文を参照いただきたい｡

巴 販売管理のシステム

｢みどりの窓口+として利用新に親しまれている回鉄の座席

予約システム(MARS)3)は,二のシステムの投も代表的なも

のの一つである｡MARSシステムには,1日100フノ座席以_卜

の取扱い能力を持つ世界一最大級のオンラインリアルタイム

システムである指定券発売システム(MARSlO5CC-FCシス

テム‾HITAC870067㌔構成)のほか,プッシュホン電話機に

よる電話予約システム(MARS150システムルHITAC8400∴

重系構成及び音声応答システム),グループあるいは団体の予

約を行なう団体予約システム(MARS202システムrHITAC

84501台構成)がある｡本システムの詳細については参考文

献3)を参照されたい｡

鉄道企業では駅における券売機,定期券発行機,改札機な

どの日動化機器が積極的に採I)入れられており,それに什う

集計などの情報処理も販売管理のシステムの長安な機能であ

る｡従来,これらの機器を効率的に管押すること,売上げデ

【タを集めるこ主などの業務は人手によるのが普通であった｡

そこで,二れらを日動的に行なうことが巧▲えられた｡例えば,

一打市島三鉄道株式台ネL
東京急行電鉄株式会社における券売機

[:亘コ

申込書

[ニプ

仁コ

[:三重コ

粁管雌システム,東京急行電鉄株式会社における定期券発行

システム,札幌市‾交通揃における売__Lげデータ日動収集シス

テムなどである｡

以‾卜､販売管理システムの例として定期券発行システムと

光卜げデータ日動叫Y築システムについて述べる｡

4･1東京急行電鉄株式会社における定期券発行システム

水石招､行電鉄株式会社は,数年前よりオフラインによる定

期券発行機をや人し,自動改札機対応の定期券を発売してい

るが,昭和49年6月より定期券発売に関する作業効率の向_卜

を目的とLて,オンライン方式による定期券発行システムを

ノ洋人Lた｡

本システムは,現(Ⅰ三21駅に29千丁の定期券発行端末を設吊し,

これらをセンターのコンピュータHITAClOII2千丁に接続し

たものである｡図2にシステムの構成をホす｡中一リモでは端末

より送られてくる発売データをもとに,発売条件をチェ●､ソク

L,駅l?盲‾jキロ程を算州し,運賃を計算する｡計算紆果を後方

業務に必要な形に編集し磁気テープに記録した後,該当端末

にj吐逆し,端末側では,定期券を磁気シール付きで印刷発行

する｡キロ程算出では,他用ひん度に応じインコア テーブ

ルとマスタ フ7イルとを似い分け,処理時刑の気丈縮を図って

いる｡コンピュータは稼動率を向_Lさせるために,デュプレ

ックス方式を才采用Lている｡システムの運用は,データ‾交換

装置放びモデム インタフェース スイッチにより,繁忙時】判

ノ三il二は才㌶i末の接続を2デーのコンピュータに振りわけ,応答件を

よく L,閑散時刑′J汀は1台のコンピュータは定期券発行処理

を行ない,もう1子iのコンピュータはオフラインで,各駅で

紙テープに打ち～=された売上げデ【タを集めて集計処理を行

ない,コンピュータの有効利用を図ってし､る｡もちろん,オ

ンライン中の片系がダウンした場今は,ただちにもう一一方の

片糸がJ工ち卜げられ,1こ仝な処理ができるようになっている｡

本システムは次のような特徴を持っている｡

(1)センター機能に,述‡‡検索機能を人れることにより,端

末の簡素化ができコスト ダウンが図られている｡

(2)センターで収集されたデ【タは,後方処王削二磁気テ”プ

で両棲人力できるため,従来の紙テ【プ,カード人力に比べ

て大帖な逆jFJコストの仇i成がl周られている｡

(3)発売】メニl‾川内の新線,新駅開設及び運了_号改言丁の際,処押装

コンピュータセンタ

システム用

ディスク

発行条件

‾L

L

定期券 定期券発行機 運賃

図2 定期券発行システム構成図 HlTAC10ⅠⅠ2台を使用Lた高信頼度のシステムとなっている｡
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図3 売上げデータ自動1収集システム構成図 各駅から収集されたデータは,データ処理装置によって

l日単位に編集L磁気テープに出力する｡

置内蔵のオフライン定期券発行機の場でナ,各駅ごとにメイン

テナンスが必要となり,かなりの時間と八手を要するが,本

方式の場†ナ,中央のマスタ ファイルの更新で対処でき,即

時運用の開始ができ大幅な運用経費の軽減が図られている｡

本システムは運用開始後,順調に稼動している｡

4.2 札幌市交通局における売上げデータ自動収集システム

札幌市交通局は,トmタル システムの一一一環として,売▼卜

げデータ収集の自動化に横棒的に取り組んできたが,本年6

月の地下鉄東西線の開業に際し,売_Lげデータ【'j動収集シス

テムを採捕した｡

札幌市‾交通局は,昭和46年地‾卜鉄南北線開業時,各券売機

の売上げを;紙テープに記録し,それをコンピュータで集計す

る方法を採用し,省力効果を_Lげてきた｡今回,束西線開業

に付い,東客が大巾副二押えるため,紙テ】プの回収,コンピ

ュータ入力操作に多くの人手を要すること,及びコンビュー

タへの紙テープによるデータ入力時間が増大し,

ユータ業務処理を阻害することなどを防ぐため,

+二げデmタを人手を介さずオンラインで収集し,

ユⅦタ処王里効率を向上させることを目的として､

他のコンビ

券売機の売

併せコンビ

本システム

を新しく一,導入した｡

本システムの構成を図3に示す｡すなわち,各駅に券売機

と結合した子局装置を設け,各券売機から出力される売上げ

データを記憶する｡一方,親局にはデータ処理装置を設け,

千局装置とデータ通信路で結合し,子局装置に記憶されてい

る売上げデー‾タを収壊し,1日単位で編集して磁気テープに

出力する｡運営管理,旦反売管理を-一指して行なうコンピュー

タ(HITAC8250)は,この磁気テープを入力データとして売

上げ集計を行なう｡なお､コンビュ【タの入力情報は従来の

紙テⅦプによる方式に比べ約1/100になりコンピュータ処王里時

日i】が知縮された｡本システムは当面南北線,東西線の主要7駅

に設けられたもので,その他の駅は従来どおり紙テープによl)
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売
機

彗
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機

子 局 装 置
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フロ

機

収集される｡主要7駅の乗客数は,全体の70%を占めている｡

今後,駅業務の自動化はますます進められていくものと考

えられるが,その際にこのようなデータ収集システムを活用

することによって,総で沖勺な自動化がl濁られていくであろう｡

何 運営管理のシステム

道営管理システムは,要員の管‡里をはじめ,車両や施設な

どの運用,管理と,これに付随した保守,工事の管理を行な

うもので,鉄道業務のコンピュータ処理のなかで,極めて貢

要なものの一つである｡

国鉄では,国鉄工場の工作情報システム(HITAC8350及

び8300 9システム)や,新幹線情報管理システム(HITAC

8350)に,また民営鉄道では,帝都高速度交通常拝l(HITAC

8350),札幌市地下鉄(HITAC8250),東京急行電鉄株式会

社(HITAC 8350)などにその例をみることができる｡二こで

は,国鉄二｢場における情報処理システムについて紹介する｡

5.1 国鉄工場における情⊇報処理システム

国鉄二L場は全国27箇所に配荷され,国鉄の保有する単価

(約17万両)の全般検査などの完三其肘委繕及び車両の改良を行な

っている｡客壬号の輸送を常に安全,正確,かつ経折的に,し

かも輸送披垂わに対一己しながら車両の保守を行なうことが重要

な任務である｡最近では,輸送力の増強,輸送方式の近代化

により,車両も多栢多様化し､かつ複雑化して,その保守業

務もそれに伴いますます傾雑化している｡この申両の帽綿･

イ米全の管理業務の近代化を目的として,工作情報管理システ

ム(KOSAKUInformation ControISystem以下,KICSと

略称する)が導入されている｡

KICSは車両の受持範阿,検査･帽繕(以下,検帽と略す)

計画の運用,立地条件,データ処理量などを考赦して,全国

27二｢場を9ブロックに分け,各ブロックごとに親工場を定め

てHITAC8350(一部の工場にはHITAC8300が設置されて
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いるが,今後,HITAC8350に統一の予定)を設置し,また,

二∴ 二の工場を-‾r工場として,ポイント ツウ ポイント伝送

の端末装置を設置している｡データ伝送の効率をよくするた

めに,HITAClOをベースとする入出力編集装置を設置して

旭川

苗穂

若松

小倉

鹿児蕗

幡生 広島

後藤

釧路

区14 国鉄工場のデータ処理ネットワーク

にデータ処理ネットワークが形成されている｡
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いる十工場もある｡これらによr),図4に示すような親工場一

子工場データ処理ネットワⅥクが形成されている｡図5は

KICSの機器構成を示すものである｡

KICSは,国鉄工場における生産管理,及び事務管理のト
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図5 KICS工場機器構成図 親工場,子工場に設置されているコンピュータ機器の構成を示す｡
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図6 KICS工場システム構成図 工作情報管‡里システムは六つのサブシステムに分かれ,管理サイクル

としてのPlan,Do,Seeの面から体系化されている｡

【タル システムであり,その管理対範にtより,八つのサブ

システムに別けられている｡KICSの桃J戊を図6に′+ミす｡)

(1)中歴管王里システム

小旗管理システムは,中軸の塑望作暗からみ椎検帽職歴など,

過去､.呪在,未来につながる情報を一一元化してフ7イルし,

必要にんむじて中†il-jの検帽履歴などを検索するとともに,入場

該当車を予測する｡また,人場予測中をもとに,中両,機器

の工事内一存,所要材料を一千測して二｢事管理システム,材料管

f里システムへ提供する｡

(2)工事管理システム

卓歴管理システムからの入場予定中をもとに,工⊥事_最を予

測し工二事計画を策完三するとともに,この内答を要員管理,材

料管王里システムヘ提供する｡また,ヰり山j逆用と工場能力から

妓通人場計画をたて,正確な工二車量を把握し,1二村計画,日

和計画の作成,納期管理や作業内己分を行なっている｡

(3)材料管理システム

入場予定_車をもとに,年仰の材料計匝iを策定する｡また,

過去の検帽履歴をもとに機械ごとの所要材料を予測し,適切

な材料計画を行なうとともに,材料の在博キヨニ]哩を行なっている｡

(4)要員管理システム

国鉄⊥場職員の終椎櫨歴を常に月立郎状態にしておき,必要

一郎.噴の検索をノ行なうととい二,艮∃胡的な工三井占主と⊥呪荊三要員の

推移などを巧一促し､要員吉宗給言十両,要員配置L汁画ヂ百科の作成

などを行なっている｡

(5)設備管理システム

ヰり山川寄綿同設備の適切な保守管.哩を目的とし,二｢場設備保

守汽r院をもとに検禿予定機器を才由出し,工事量放び材料常を

話｢算し,年間保守計画,川F月_+二程計画資料の作成などを行な

っている｡

(6)経理システム

入場子;王卓をもとに,年｢言り収入仁汁l由jを策定L,工事,要員

その他システムをもとに各椎標準的をイか召して子許の実行計

画を作成する｡走例業務としては,原価符理などの事務集計

業三紡を行なっている｡

KICSは昭和44年僅から開発,実施され,ト【タル システ

ムを目指して着々と計画が実行に移されてきている｡

日 経営管理のシステム

経′さニミ･管ユ理システムは,逆転,販売,

lI

年;月;日

工程遅延分析

基準値検討
I I

ミ ;

要 員 分析

勤 務 実 績
I l

1 1

1 一

経費分析
基準値検討

工事別決算
予算決算対比

修繕実績

修 繕履歴

などのシステムか

ら,経営に必安なデMタを収集し,経営のための情報を提供

するものであるが,このために独立したシステムを純成する

ことはほとんどなく,道営管理システムで合わせて行なうの

が一一1暇n勺である｡経甘のための情報をタイムり"に:石基的に

把手足する必要性が高まっており,今後は重要なシステムにな

っていく ものと考えられる｡

経営管理システムの二i三な機能を図7に示す｡

B 今後の課題

以_卜述べてきたとおり,鉄道業務の情報処f里は多くの分野

で′実効を挙げている｡今後の課題は鉄道企業内の情報をトー

タル システムとして活用していくことである｡その手f立とL

て,デ【タ 〈こ--ス システム及びコンビューータ ネットワーーク

列車運行,車両運用,

案内･弘報
●■■■■■■■■

駅事務管理,座席予

弧営業サービス

車両保守管理

設備管理,資材管‡乳

電力管理,要員管理

各種統計,予実算,経営戦略,

経営指数長期計画,

利用客動向分析事業計画

●------■

◆■■■■■■■-

図7 経営管王里システムの機能 鉄道企業の経営管理をつかさどるシ

ステムで,関連する各システムからの情報を取りまとめて経営戦略と長期計画

を)夫定する｡
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〔ニーズ〕
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図8 鉄道業務におけるデータ ベース システムによるシステム統合の一例(モデル図)

データ ベース システムにより,ファイルの一元化,システムの統合を図り,トータル化を目指す｡

断章務管畢
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〔結果〕
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図9 鉄道業務トータルシステムを形成するコンピュータ ネットワーク システムの一例(モ

デル図) 個々に開発されたサブシステムは,通信回線ネットワークを介し,有機的にトータルシステムを

形成する｡

システムがある｡データ ベース システムによるシステムグ)

統′ナをモデルrt勺にホすと,図8のようになる｡また鉄道業務

におけるコンビュ【タ ネットワーク システムをモデル的に

ホすと図9のとおりとなる｡

田 結 富

以上,鉄道業務における情報処手里システムについて実例を

もとに糸ぎ弓介した｡鉄道企業はその′ナ理化と近代化のためにた

ゆまぬ努力を続けており,今後,コンピュータ システムのオ

ンライン制御の技術,データ ベⅥスの技術,あるいはネット

ワークの技術の党旗とともに,鉄道‾業務における情報処理は

トータル システムとして機能していくであろう｡
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姑後にシステムの開発に当たり平素御指導いただいている

各鉄道関係の各位及び本稿で具体的な紹介をお許しいただい

た,11本国有鉄道,東京急行花鉄株式会社,札幌市交通局の

各位に対し深謝する次第である｡
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